




インシデントプロセス法：
　参加メンバーが相互にインシデント（出来事）を提示し，その背景の事実を質問形式で引き出しな
がら課題解決の方策を考えていく研修技法。インシデントの事前の提出は必要ありませんが，参加者
には当日１事例を発表していただき，その中から４事例を課題として選びます。
ブレーン・ライティング法：
　議論をせず紙にアイデアを書き出す手法。書き出したアイデアを回覧板のように順番に回しながら，
前の人のアイデアから新しいアイデアを生み出していく。単独で発想するスタイルのため，参加メン
バーが身分や立場の違いを意識することなく発想することが期待できる。

事例検討①②③④
インシデントプロセス法の開始
事例説明
事例提供者に対する質問
グループワークの開始
各グループの発表（お手紙を書く）
事例提供者によるコメント
お手紙の提供・事例検討者の感想

60’
5’

10’
10’
10’
15’
5’
5’

情報収集能力  短時間で必要な情報を正確に収集する
情報分析能力  情報を分析して問題の核心を突き止める
意思決定能力  的確な意思決定をする

を高めることができる。

インシデントプロセス法の特長

インシデント・プロセス法を用いると

インシデント・プロセス法による事例研究の手順

　発表者の出来事の発表をもとに，参加者が質問により事例の概要を明らかにし，原因と対策を

考えていきます。はじめに参加者に提示される情報はごく僅かであるため，参加者が発表者に質

問しながら，必要な情報をいかに収集していくか，その過程が重要です。そのため，問題発見の能

力，情報を収集・整理し分析していく能力の開発のための技法として効果的です。

出来事（イン
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第１段階 第２段階 第５段階第４段階第３段階

予定時間（分）

●オリエンテーション

●事例検討①②③④

オリエンテーション・事例検討①②③④の内容

予定時間（分）

14:45～15:45
  14:45～14:55
  14:55～15:25

  15:25～15:45

60’
10’
30’

20’

●参加者自己紹介
●事例発表（メンバー全員）
●４事例の発表者を決定
●ファシリテーターの決定
●記録者の決定

①７～８名程度で１グループを構成

②１グループで４名が事例を立てる
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タイトル

目標

利用者の情報

支援経過

（あなたもしくは
あなたたちの希望）

（具体的にどのような
働きかけをしてきた
か。成功例・失敗例も
含める）

（今困っている課題について）
　Aさんの攻撃的な言動で仲間づきあいが難しくなってきている件
について

例）

　Aさんに攻撃的な言動を止めてもらい，情緒も穏やかになってほ
しい

例）

例）

別紙作成要領（見本）

※事前に研究事例を作成し，当日ご持参いただきます。
※フォーマットは，参加費等の書類と一緒に送付します。
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利用者の情報（基本情報）

生物的なこと（疾病・障害・気質及び治療，服薬内容 , 診断名）

心理的なこと（不安，葛藤，希望，感情等）

社会的なこと（家族，事業所，施設等）

　年齢:50代     性別:女性     IQ:不明     療育手帳:愛の手帳4度
　身障手帳:なし      精神保健福祉手帳:なし      支援区分:区分３
　要介護度:まだ

例）

　50 代でてんかん発作初発    そううつ傾向があり。統合失調症
　服薬 :デパケン200mg1錠(朝)    テトラミド10mg1錠(朝)

例）

　多弁でうるさい時と寡黙で無表情な時がある。多弁でうるさい
時は，仲間の言動を非難・攻撃。「なぜ作業をしないか？」「どう
して食事中オナラっていうの？」指摘自体は間違っていないが，
激しく言うため，相手を泣かせたり，ののしりあいになってしまっ
たりする。穏やかな時は「もう言わない事にする」と反省がみら
れるがすぐ繰り返す。

例）

　在宅で生活。母親が要介護状態になり，老人ホームに入居。短
期入所も転々と利用し，この間，在宅に戻ると，万引きや衝動買
いを行なう。自身も訪問販売の被害にあったため，現在の就労継
続支援 B 型事業所の利用を開始。GH に入居して生活はやっと安
定した。他利用者との関係について，職員が指摘すると，「もっ
と厳しく注意して！」と逆に批判し，全体的に関係が悪循環して
いる。

例）

①本人を応援する姿勢で個別面談を行ない，反省や考えを穏やか
　にしてもらう。
　→「言っていない」と防衛的になったり，面談自体を嫌がる。
②一日トラブルがなければ，工賃 500 円 UP とした。
　→コントロールにはならない。
③医療相談で医師からスタッフがアドバイスを受ける
　→医師からは，自分の思いをはっきり言葉に出来るレベルなの
　　で，きちんとルールを説明して，聞けないなら出勤停止にす
　　るくらいの強い対応が必要と言われる。

最近は，仲間からのクレームも多く，付き合う人もいない手詰ま
り状態である。

グループワークで
の検討点と結論
（セミナーで記載
お手紙作りの資料）




